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【安全・安心な教育の推進】
①小学校学力経年調査（校内調査）における「学校に行くのは楽しいと思いま
すか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。
②小学校学力経年調査（校内調査）における「いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的に「そう思う」と回答
する児童の割合を80％以上にする。
③小学校学力経年調査（校内調査）における「学校のきまり（規則）を守って
いますか」に対して、肯定的に回答する児童生徒の割合を92％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
①校内調査の児童アンケートにおける「授業はわかりやすい」に対して、肯定
的に回答する児童の割合を90％以上にする。
②小学校学力経年調査（校内調査）における「運動（体を動かす遊びを含む）
やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答
する児童の割合を65％以上にする
③小学校学力経年調査（校内調査）における「朝食を毎日食べていますか」に
対して肯定的に回答する児童の割合を92％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授
業日の80％以上にする。〔ただし 事務局が定める学校行事等ICT活用が適さな
い日数を除く〕
②校内調査の児童アンケートにおいて、「ICT機器（大型画面）やパソコンを使っ
た授業はわかりやすい」の項目について、肯定的に答える児童の割合を、
90％以上にする。

本校は、昭和17年１月12日、大阪市東都島国民学校として創立しました。令和４年１月に創立80周年目を迎えました。この間、地域、ＰＴＡ役員・
実行委員、保護者の皆さまに変わらぬご支援・ご協力をいただいています。
従前より、地域の方々による読み聞かせや、絵本広場の開催、見守り隊による登下校の見守りなど、様々な交流を通じて、学校・家庭・地域

がひとつになり、子どもを中心に据えた教育を行っています。
また、先進的にICT活用に取り組み、各教室にはプロジェクターや書画カメラが設置され、デジタル教科書や一人一台学習者用端末を使った

授業を積極的に行い、より分かりやすい授業をめざして取り組むとともに、児童がICT機器を活用してグループ発表を行うなど、コミュニケーショ
ン能力やプレゼンテーション能力を高める取組も行っており、さらなる学力向上に努めています。
本校の校訓は「すこやか」です。みんなが健康で、みんなが笑顔の学校になるように、これからも地域・保護者の皆さまに愛され、子どもた

ちにとっては心の支えとなる「誇れる母校」として、たくましく生き抜く力を育みたいと考えています。　　　　　　　　　　校長　髙橋　純一

○結果の概要
　体力合計点は、前年度に引き続き、男女共に全国平均を上回った。しかし、
男女とも、50ｍ走、立ち幅とび等、走に関わる運動が全国平均より低く、苦手
意識を感じる。
　「運動やスポーツをすることは好きですか。」の質問項目では、肯定的な回答
が全国平均より低く、男子では５ポイント、女子では10ポイントの差がみられる。
また、１週間の総運動時間では、男女とも、月曜から金曜日までは全国や大阪
市平均とほとんど変わらないが、土曜日・日曜日では、男子は高く120分から
170分となるのに対し、女子は20分から40分程度と極端に低くなる。

取組の成果と課題、アクションプラン
　狭い運動場においても進んで運動に取り組むことができるようにするために、
運動集会や休み時間の体育館開放、放課後の校庭開放など、運動に取り組む
機会を設定し、児童の毎日の運動量確保に努めてきた。また、体力向上に向けて、
「業間なわとび」「業間かけあし」などを設定し運動に対する児童の意識が高ま
る取組を行った。体育科学習では、運動量を確保すると同時に体を動かす楽しさ・
爽快さを感じとることができるよう活動を工夫してきた。また、キャリア教育と
体力向上を兼ねて数多くのアスリートや専門家を招待し、学習指導に取り入れて
きた。子どもたちの運動に対する興味・関心を高めるために大いに役立つ結果
となった。
　近年急激な児童数の増加に伴って、安全上児童全員が一斉に運動場で活動す
ることが困難になってきている現状ではあるが、児童が運動の楽しさを感じ取
ることや体力を向上させることを大切に考え、今後も取組を推進する。

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

○結果の概要
　国語は、「我が国の言語文化」が9.0P、「書くこと」が5.5P、「話すこと・聞 くこと」
が2.9P、「言葉の特徴や使い方」が2.8P全国平均より上まわった。しかし、「情
報の扱い方」は3.3P下回り、「読むこと」もやや全国平均を下回っている。算数は、
「数と計算」が3.4P、「図形」が2.4P、「変化と関係」が3.5P、「データの活用」
が1.3P全国平均より上まわった。すべての項目で全国平均を上回っている。

取組の成果と課題、アクションプラン
　国語や算数の教科に関する質問では、「勉強が好き」「授業の内容はよくわかる」
と答える割合は高く、児童たちは教科学習に興味と意欲をもって取り組み、結
果正答率にも表れてきている。ICT機器等の十分な活用、読書活動の充実、き
め細かい学習指導、学力向上のための授業改善研究を今後も継続し、規律ある
学習に取り組む。
　また、本校ではこれまでも「主体的・対話的で深い学び」の推進に尽力し、
研究主題を「思考力、判断力、表現力を育成する－筋道を立てて考察し、表す
力－」として、すべての学年での研究授業、授業検討会、研修会を実施し、学

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

髙橋　純一

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e521036

【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

６月14日(土)　防災学習
10月４日(土)　運動会
10月29日(水)　就学時健康診断
11月15日(土)　作品展
２月４日(水)　新1年生説明会

校が一丸となって授業力向上に取り組んでいて成果としてあらわれており、 今後
も継続したい。ICT機器の活用についても、これまでのICT活用事業モデル校・
拠点校としての取組を継承し、「日常づかいのICTで育成する情報活用能力」を
柱として、校内でICT活用実践研修会を行い、教職員のICT活用の幅を広げながら、
授業実践につなげている。さらに、きめ細かい指導・支援によるわかる学習を
進め、個々の児童へのアフターケアにより、誰一人取り残さない学力の向上に努
め、日々の授業の１時間１時間を大切にし、落ち着いて意欲的に学習する環境
を整えながら、あらゆる教育的資源を活用し学力向上にむけた取組を今後も推
進させたい。

国語 算数

70 67

標準服有り

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります休日行事等の内容

29 30
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①小学校学力経年調査（校内調査）における「学校に行くのは楽しいと思いま
すか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。
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もいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的に「そう思う」と回答
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いますか」に対して、肯定的に回答する児童生徒の割合を92％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
①校内調査の児童アンケートにおける「授業はわかりやすい」に対して、肯定
的に回答する児童の割合を90％以上にする。
②小学校学力経年調査（校内調査）における「運動（体を動かす遊びを含む）
やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答
する児童の割合を65％以上にする
③小学校学力経年調査（校内調査）における「朝食を毎日食べていますか」に
対して肯定的に回答する児童の割合を92％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授
業日の80％以上にする。〔ただし 事務局が定める学校行事等ICT活用が適さな
い日数を除く〕
②校内調査の児童アンケートにおいて、「ICT機器（大型画面）やパソコンを使っ
た授業はわかりやすい」の項目について、肯定的に答える児童の割合を、
90％以上にする。
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実行委員、保護者の皆さまに変わらぬご支援・ご協力をいただいています。
従前より、地域の方々による読み聞かせや、絵本広場の開催、見守り隊による登下校の見守りなど、様々な交流を通じて、学校・家庭・地域

がひとつになり、子どもを中心に据えた教育を行っています。
また、先進的にICT活用に取り組み、各教室にはプロジェクターや書画カメラが設置され、デジタル教科書や一人一台学習者用端末を使った

授業を積極的に行い、より分かりやすい授業をめざして取り組むとともに、児童がICT機器を活用してグループ発表を行うなど、コミュニケーショ
ン能力やプレゼンテーション能力を高める取組も行っており、さらなる学力向上に努めています。
本校の校訓は「すこやか」です。みんなが健康で、みんなが笑顔の学校になるように、これからも地域・保護者の皆さまに愛され、子どもた

ちにとっては心の支えとなる「誇れる母校」として、たくましく生き抜く力を育みたいと考えています。　　　　　　　　　　校長　髙橋　純一

○結果の概要
　体力合計点は、前年度に引き続き、男女共に全国平均を上回った。しかし、
男女とも、50ｍ走、立ち幅とび等、走に関わる運動が全国平均より低く、苦手
意識を感じる。
　「運動やスポーツをすることは好きですか。」の質問項目では、肯定的な回答
が全国平均より低く、男子では５ポイント、女子では10ポイントの差がみられる。
また、１週間の総運動時間では、男女とも、月曜から金曜日までは全国や大阪
市平均とほとんど変わらないが、土曜日・日曜日では、男子は高く120分から
170分となるのに対し、女子は20分から40分程度と極端に低くなる。

取組の成果と課題、アクションプラン
　狭い運動場においても進んで運動に取り組むことができるようにするために、
運動集会や休み時間の体育館開放、放課後の校庭開放など、運動に取り組む
機会を設定し、児童の毎日の運動量確保に努めてきた。また、体力向上に向けて、
「業間なわとび」「業間かけあし」などを設定し運動に対する児童の意識が高ま
る取組を行った。体育科学習では、運動量を確保すると同時に体を動かす楽しさ・
爽快さを感じとることができるよう活動を工夫してきた。また、キャリア教育と
体力向上を兼ねて数多くのアスリートや専門家を招待し、学習指導に取り入れて
きた。子どもたちの運動に対する興味・関心を高めるために大いに役立つ結果
となった。
　近年急激な児童数の増加に伴って、安全上児童全員が一斉に運動場で活動す
ることが困難になってきている現状ではあるが、児童が運動の楽しさを感じ取
ることや体力を向上させることを大切に考え、今後も取組を推進する。
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○結果の概要
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と答える割合は高く、児童たちは教科学習に興味と意欲をもって取り組み、結
果正答率にも表れてきている。ICT機器等の十分な活用、読書活動の充実、き
め細かい学習指導、学力向上のための授業改善研究を今後も継続し、規律ある
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　また、本校ではこれまでも「主体的・対話的で深い学び」の推進に尽力し、
研究主題を「思考力、判断力、表現力を育成する－筋道を立てて考察し、表す
力－」として、すべての学年での研究授業、授業検討会、研修会を実施し、学
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【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

６月14日(土)　防災学習
10月４日(土)　運動会
10月29日(水)　就学時健康診断
11月15日(土)　作品展
２月４日(水)　新1年生説明会

校が一丸となって授業力向上に取り組んでいて成果としてあらわれており、 今後
も継続したい。ICT機器の活用についても、これまでのICT活用事業モデル校・
拠点校としての取組を継承し、「日常づかいのICTで育成する情報活用能力」を
柱として、校内でICT活用実践研修会を行い、教職員のICT活用の幅を広げながら、
授業実践につなげている。さらに、きめ細かい指導・支援によるわかる学習を
進め、個々の児童へのアフターケアにより、誰一人取り残さない学力の向上に努
め、日々の授業の１時間１時間を大切にし、落ち着いて意欲的に学習する環境
を整えながら、あらゆる教育的資源を活用し学力向上にむけた取組を今後も推
進させたい。
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